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創 立 前 夜 あ れ こ れ
向 井 正 也
京都大学楽友会館1階 レス トランの配善室ヒ くっついた 厂北室」 とよばれる
チッボケな集会室がある。広 さは約6×8mほ どもあろうか,中央 に大 きな矩
形の卓子が一つ,そ の長辺に4名 つつ,短辺 に2名 つつ,計12名用の椅子 で囲
r
み,上 部 に簡素 な シャ ンデ リアが2つ 。 この室 で,今 を去 る20年余の昔 に開 か
れた ある会合 が,は しな くも途 中 で意 匠学会 の発起 人会 に切 りかえ られ る とい
う劇 的 な歴史 の一幕 があった。
もはや范 々と して 月日の程 も定 かでは ないが,そ の年 だけは生涯忘 れ得 ぬ19
59年,初秋の夜 と記憶 してい る。 だ がそ もそ も当初 の会合 自体 が,ま た一つ の
発起人会 であった こ とも面白 い。 それは勝 見勝 氏 を リー ダー とす る東京の デザ
イ ン学会 が関 西 に支部 をつ くろ うと,か ねて勝 見氏 とは友 人関係 にあった故井
島前会長 を中心 にす えて,そ の組 織方 を関西在住 の会 員た ちに依 頼 した ことに
よ るもので,結 果的 には当時 京都学芸 大教授 だった故 重成基 先 生 を筆頭 に,伊
東一信氏 や私 な どが,こ の仕 事 に一役 か わされる破 目 となった。 われわれ が ど
のよ うなプ ロセ スで,こ の 日本 デザ イン学会関西支部 創立の発 起人会 を実現 に
もちこんだ かは,も はや それほ ど審 では ないが,と もか くも その 当夜,こ の北
室 は関西 デザ イ ン界の錚 々た る人士 の顔合せ によ って一段 と華 か さを加 えた こ
とを思 い出す。
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ところで,こ の東の学会 のた めの発起 人会 が,西 の学会 のため の発起 人会 に,
突 如 と して転 ず ることにな ったの は,他 で もな くも っぱ ら当初 の会合 の中心人
物,非 島先生の鶴 の一声 によ るものだった ことは,私 が この 目で見 この耳 で聞
いた間違 いない事実 で ある。 「なにも東 京 と一 しょ にや らんで も,こ っ ちは こ
っ ちで別 にや った らええや ない か」
井島 先生はや は りお山の大将 で行 きたいのか な,と 当時私 は思 い,ま たあ る
あ る意味 で その こ とは事 実 だった が,そ れは本学会 にとって何 よ りも幸 であ っ
た と今 に して思 う。
た えず波 風 が立つ上 に,ギ スギ スとアカデ ミ ツクに硬直 気味 の 「東 の学会」
とは異 な り,研 究者 も,デ ザ イナー も芸術家 もすべ てお うよ うに包攝 した,和
気 あいあいた る横のつ な が りの形式,デ ザイナーのサ ロ ンで あ ると同時 にデザ
イ ンの学会 で もある,この ア ンビギ ュア スで複合的 な,マ レに見 る本 会の組織 と
運 営の成功 は,一 にかか って井島先 生の 人柄 によ るもの だ った とつ くづ く思 う。
あのふ っ くらとあたたかみの あ る抱擁 力 の偉 大 さを痛 感 す るの で ある。
つ いでに私事 に亙 る因縁 話 なが ら,こ の年,1959年の春私 は父 を うしなって
い る。
戦前戦後 に亙 って,わ が国デザ イ ン教 育の草分 けの一人 だ った父 は,主 と し
て この関西 の地 で,教 え子 と して幾 多の デザ イ ンの俊 秀 に恵 まれた ことをつ ね
に語 ったものだが,そ の 名は聞 いて もその人 を見 な かった私 は,あ た かも父の
み ちび きでで もあ るかの よ うに,そ の歿 年の秋 に発足 した本学 会 のおかげで,
これ ら多 くの す ぐれた人達 とお近づ きにな り得 た奇縁 に,つ ね 日ごろ感謝 して
い るので ある。
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